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煉
瓦
造
り
の
ア
ー
チ
橋

　

海
軍
炭
鉱
・
国
鉄
炭
鉱
の
遺
跡
群
（
６
）
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沿
っ
た
市
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
二

十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
開
通
、
平
成
九
年
五
月
、

国
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
城
山

２
）。
建
設
を
指
導
し
た
の
は
ド
イ
ツ
人
技
師
ヘ
ル

マ
ン
・
ル
ム
シ
ュ
ッ
テ
ル
で
す
が
、
煉
瓦
の
積
み
方

は
イ
ギ
リ
ス
式
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
ー
チ
の
内
側

　

今
回
は
町
外
に
足
を
伸
ば
し
て
み
ま
す
。

　

粕
屋
町
長
者
原
駅
、
香
椎
線
ホ
ー
ム
の
足
許
に
す

ば
ら
し
い
煉
瓦
造
り
の
ア
ー
チ
橋
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
写
真
「
長
者
原
１
」
は
駅
の
西
側
、

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
南
に
踏
切
を
越
え
た
と
こ
ろ

で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
反
対
側
に
も
同
じ
風
景
が

あ
り
ま
す
。
上
を
香
椎
線
が
通
っ
て
い
て
、
ホ
ー
ム

の
屋
根
が
少
し
見
え
ま
す
。　

　

香
椎
線
が
開
通
し
た
の
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九

〇
四
）
一
月
、
日
露
戦
争
開
戦
の
直
前
で
し
た
。
新

原
海
軍
炭
鉱
の
石
炭
を
運
搬
す
る
た
め
に
、
初
め
西

戸
崎
・
須
恵
間
が
開
通
し
、
次
い
で
新
原
、
宇
美
へ

と
延
長
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
開
業
当
初
は
博
多
湾

鉄
道
の
経
営
で
、
香
椎
線
の
歴
史
は
す
で
に
百
年
以

上
を
経
て
い
ま
す
。

　

比
較
の
た
め
に
筑
紫
野
市
永
岡
に
あ
る
「
旧
九
州

鉄
道
城
山
三
連
橋
梁
」
も
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
城
山
１
」
は
東
側
か
ら
、
三
つ
の
ア
ー
チ
が
つ
な

が
る
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
な
が
め
て
い
ま
す
。
橋
の

上
は
九
州
鉄
道
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
）
で
し

た
が
、
今
は
鳥
栖
筑
紫
野
道
路
（
旧
有
料
道
路
）
に

に
述
べ
る
こ
と
と
関
係
し
ま
す
）。
イ
ギ
リ
ス
式
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
長
者
原
３
」
は
東
側
か
ら
ア
ー
チ
の
上
部
を
見

た
も
の
で
す
。
城
山
三
連
橋
梁
で
は
、短
辺
（
小
口
）

を
四
段
重
ね
て
ア
ー
チ
の
曲
線
を
描
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
が
、
粕
屋
町
の
分
で
は
写
真
に
見
る

通
り
五
段
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
上
の
方
に
も

デ
ザ
イ
ン
的
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

円
頂
部
に
は
め
ら
れ
た
石
は
東
側
・
西
側
と
も
に

あ
り
、
鉄
道
会
社
か
橋
梁
か
の
名
前
を
記
し
た
プ

レ
ー
ト
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
は
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

城山１：三連橋梁（筑紫野市）

長者原３：長者原アーチ橋の円頂部（粕屋町）

← 長者原２：長者原アーチ橋の煉瓦積み（粕屋町）

城山３：橋梁内部の煉瓦積み（筑紫野市）

に
は
①
一
段
ご
と
に
長
辺
・
短

辺
を
並
べ
る
方
式
（
城
山
３
）、

②
長
辺
の
み
を
並
べ
る
方
式
、

③
長
辺
の
間
に
短
辺
を
紛
れ
込

ま
せ
る
方
式
な
ど
が
観
察
で
き

ま
し
た
。

　
「
長
者
原
２
」
は
ア
ー
チ
の

脚
部
で
、
煉
瓦
の
間
に
石
材
が

三
段
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
煉
瓦

の
積
み
方
は
下
の
方
が
長
辺
・

短
辺
（
小
口
に
当
た
る
部
分
）

を
交
互
に
重
ね
て
い
く
①
の
方

式
、
石
材
の
三
段
目
か
ら
上
は

長
辺
の
み
が
見
え
る
②
の
方
式

と
な
っ
て
い
ま
す
（
こ
れ
は
次

長者原１：香椎線のアーチ橋（粕屋町）

←
城
山
２　

登
録
有
形
文
化
財
の
説
明（
筑
紫
野
市
）


